
休館中も実施します！
詳しくはお問合せください！

休館中も実施します！
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出前授業出前授業 ～博物館のプログラムを教室にお届け～ 学校向け資料貸出学校向け資料貸出 ～教室がミニ博物館に～

出前授業① 「古代から教室へ」

各時代の土器に触れ、観察している子供たちの様子

縄文・弥生・古墳・平安時代の本物の土器を見るだけ
でなく、実際にさわって感触や重量を確かめられます。
土器の用途について、当時の生活様式に関連させなが
ら、当館の学芸員が解説します。歴史学習の導入とし
て最適です。

対　　象：小学校６年生・中学校１年生
実施時期：４月～ 12月
時　　間：45 分×クラス数

出前授業② 「衣装から考える！日本の歴史」

縄文～明治の着装風景 時代ごとの衣装の解説

縄文時代から明治時代まで、各時代の衣装について学
べます（代表１０名程度のみ着装も可）。当館の学芸員
が衣服の特徴を歴史的背景にも触れながら解説します。
衣装を通して歴史の移り変わりを理解できます。楽し
みながら活動し、歴史への興味関心が高まります。
※感染症対策については、お問合せください。

対　　象：小学校６年生・中学校１年生
実施時期：４月～ 12月
時　　間：45 分×クラス数

1 利用方法 まずはお電話でお問合せください。日程の調整を行います。
2 打 合 せ 実施日の１か月前をめやすに打合せ資料を送付します。
 打合せ資料をもとにしながら、授業会場の確認など簡単な打合せを電話で行います。
 ※感染症対策、道具配置等の確認のため、下見にお伺いする場合もあります。
3 提出書類 「出前授業申込書」を提出していただきます。詳細は打合せで御案内します。
4 そ の 他 費用はすべて無料です（まが玉作り、ミニ絵巻物作りは別途材料費がかかります）。

1 貸出期間 原則として 10日間以内（利用日の 1か月前までにお電話ください）
2 申し込み方法 まずはお電話でお問合せの上、お申し込みください。
 資料の数に限りがありますので、申し込みが重なった場合は先着順となります。
3 借り方と返し方 直接お越しいただき、借り受け、返却をお願いします。
 資料の貸出にあたっては、所定の申請書を御提出ください。
4 そ の 他 費用は無料です。資料の取扱方法は、貸出時に説明します。
 貸出資料は写真と異なる場合があります。

出前授業③ 「昔の道具体験」

昔の道具の解説 昔の道具の体験活動

背負い籠・背負いばしご・天秤棒・石臼など、主に江
戸時代から昭和初期までの農具や生活道具を実際に体
験できます。また、当館の学芸員が道具の説明や時代
背景について解説をします。当時の生活の仕方や苦労、
人々の願い等について、体験を通して学ぶことができます。
※石臼で使うお米は学校で用意していただきます。

対　　象：小学校３年生
実施時期：９月～３月
時　　間：45 分×クラス数

★ まが玉作り と ミニ絵巻物作り も出前授業で行うことができます

学校の授業等で活用いただけるよう、テーマごとに実物資料や複製品をパックに
して貸出を行っています。

貸出資料の種類
各時代の土器

時 代 衣 装

農　　　　具

昔の生活道具

縄文時代・弥生時代・古墳時代・平安時代出土の土器

縄文・弥生・古墳・飛鳥・室町・明治の各時代の衣装　

箕・田下駄

火おこし用具

囲炉裏の道具

台所の道具

洗濯道具

運搬道具

遊び用具

その他

舞いぎり式の火おこし器・弓ぎり式の火おこし器・火打石

自在鉤・鉄鍋・鉄瓶など

鉄釡・鍋敷き・おひつ・すいのうなど

たらい・洗濯板

天秤棒・もっこ・背負い籠・背負いばしご・水桶

けん玉・お手玉など

石臼・糸車・炭火アイロン・こて・ゆたんぽ・雪ぐつなど

火おこし用具

弥生土器

背負い籠

時代衣装

原則、学芸員を含んだ２名の職員で授業を行います。先生方に簡単な補助をお願いする場合があります。
必要な道具・資料はすべて当館から運んでいきます。ワークシート等も用意してあります。
体験的な活動を中心としながら、学芸員による専門的な解説があります。
学校公開での活用もできます。
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休館中の貸出可能な資料については、お問合せください。


